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■学校教育目標の改訂について                校長 栗林 昭彦 

 本校の学校教育目標「自主 協力 健康」は

平成３年に決められました。週６日制から第二

土曜日がお休みになり、小学校では生活科の授

業が始まり、一中では現在の体育館が新築され

た年です。以来およそ３０年間、小平一中では

この目標の実現を目指して教育活動を展開し

てきました。 

 

 この３０年間で中学校をめぐる環境は大き

く変わりました。グローバル化、情報化、少子

高齢化が進み、今後についても「予測困難な時

代」とも言われています。そんな中で、教育活動の基となる学校教育目標が３０年前と同じもので

よいのか。このことは、校長としてここ数年ずっと考えてきたことでした。 

 ＡＩが人間を超えると言われる「シンギュラリティ（技術的特異点）」が２０４５年頃に訪れる

のではないかという話があります。しかし chatGPT の登場から、これが一気に早まるとも言われ

ています。このような状況下で、３０年前に決めた教育目標を掲げ続けるのは、さすがに難しいの

ではないかと考えました。そこで令和６年度に向けて、本校の学校教育目標を、以下のように改め

たいと思います。 

 

 

人権尊重の精神を基調とし、生徒一人一人の持続的な幸福の実現を目指し、次の目標を掲げる。 

１ 賢い生徒 

 学業成績だけでなく、問題解決や自己表現、他者への共感等の力をもった生徒を育成する。 

２ 協働する生徒 

 よりよい人生や社会の実現に向けて、他者を理解し、協同する力をもった生徒を育成する。 

３ くじけない心のある生徒 

 困難や逆境に出会っても折れない心のしなやかさや回復する心の強さをもった生徒を育成す

る。 

 

 

全体を統べる最上位の目標は、「生徒一人一人の持続的な幸福の実現」であるとしました。これは

文部科学省の示す教育振興基本計画に掲げられる「ウェルビーイング」を指しています。ウェルビ

ーイングとは、「身体的・精神的・社会的に良い状態にある」、「短期的な幸福のみならず、生きがい

や人生の意義など将来にわたる持続的な幸福」、「個人のみならず、個人を取り巻く場や地域、社会

が持続的に良い状態であること」されています。生徒に幸福で満たされた人生を送ってほしい、そ

ういう生き方が可能な社会を形成するメンバーであってほしい。そのことを目標にしたものです。

同時に他の人のウェルビーイングを侵害することはあってはならないことから、「人権尊重」を基

盤にした考え方であることも明記しました。 
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さらに、そのウェルビーイングを構成するものとして１～３の項目を掲げました。 

 

 まず「賢い」ということ。学習指導要領に示される「知

識及び技能」、「思考力，判断力，表現力等」、「学びに向

かう力，人間性等」によってなる学力を身に付けること。

同時に自律、良識、コミュニケーション能力等の人間的

な賢さも身に付けることは、ウェルビーイングの欠くこ

とのできない条件だと考えました。 

 次に「協働」。他者と協働できる資質を身に付けること

も欠くことのできない要素だと考えました。他者と意見

を交わしながら思考を深める「協働的な学び」が推進さ

れていることも含め、協働できる力を身に付けているこ

とは極めて重要なことです。複数の人間が考えを出し合ってよりよい答えにたどり着こうとするこ

とは、AI にはない、人間の側の重要な存在意義となります。同時にＡＩとも協働できる能力を身に

付けていることも、今後重要になってくると考えています。 

 ３点目は「レジリエンス」についてです。自然災害、気候変動、少子高齢化、戦争、経済的な不

安定さなど、子供たちの生きていく未来は決して明るいだけの世界ではないでしょう。様々な困難

にどう立ち向かっていくかということは、これからの時代を生きる者にとって、大変重要なことだ

と思います。困難にもしなやかに立ち向かい、回復していくレジリエンスもウェルビーイングのた

めに不可欠なものであると考えます。 

 以上のように学校教育目標を改訂し、令和６年度以降の教育活動に取り組んでいきます。本校の

日々の教育活動が、生徒のウェルビーイングに結びついていくか、その道筋をしっかり考えながら、

日々の教育活動を進めていこうと考えています。 

 

■３月の主な予定  

日 曜  学校行事等 I 組 
給食 

1 2 3 Ｉ 

1 金  都立高校一般発表  〇 〇 〇 〇 

2 土        

３ 日        

４ 月  保護者会(Ｉ組) 保護者会 〇 〇 〇 〇 

５ 火  保護者会(１)  〇 〇 〇 〇 

６ 水  保護者会(２)  〇 〇 〇 〇 

７ 木  専門委員会 中央委員会   〇 〇 〇 〇 

８ 金  避難訓練  〇 〇 〇 〇 

9 土        

10 日        

11 月  全校朝会  〇 〇 〇 〇 

12 火  生徒朝会 卒業式予行  〇 〇 〇 〇 

13 水    〇 〇 〇 〇 

14 木  卒業を祝う会  〇 〇 〇 〇 

15 金  給食終(3)  〇 〇 〇 〇 

16 土        

17 日        

18 月    〇 〇 × 〇 

19 火  卒業式  × × × × 

20 水  春分の日      

21 木  給食終(1,2)  〇 〇  〇 

22 金  ｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ  × ×  × 

23 土        

24 日        

25 月  修了式 離任式  × ×  × 

26 火  春季休業日始      

27 水        

28 木        

29 金        

30 土        

3 1 日        

４
月
の
予
定 

8(月)始業式   9(火)入学式 

10(水)全校朝会 11(木)給食始 

12(金)保護者会(2) 15(月)保護者会(3、I 組) 

16(火)保護者会(1) 部活動説明会 

18(木)全国学力学習状況調査(3) 

※３月の放課後学習教室はありません 


